
2019年度 ＪＡ出資法人複合経営支援事業 実施要領 

 

ＪＡグループ高知 県域担い手サポート連絡協議会 

2019年４月 

 

１．目的 

担い手の減少や高齢化に伴い、耕作放棄地等が増加している中、地域の新たな

担い手として期待が高まっているＪＡ出資法人等に対し、拡大する事業内容に対応

するために必要な費用や、省力化の取り組みに対する費用の助成等を行うことを目

的として実施する。 

 

２．対象者 

高知県内に主たる事務所を置いて農業経営を行っており、高知県の定める「中山

間農業複合経営拠点」に指定されているＪＡ出資法人等。 

 

３．対象期間 

2019 年４月１日～2020 年３月 31 日 

 

４．助成要件 

（１）「中山間農業複合経営拠点」として下記の「農業で稼ぐ取組」、「農業を支える

取組」にかかる経費であること。 

①農業で稼ぐ取組･･･中山間地域に適した農産物の生産や施設園芸、農産物加工等 

②農業を支える取組･･新規就農者研修や農作業受託、直売所等へ出荷する農産物の庭先集荷等 

（２）法人の運営に係る単純なランニングコスト（現状の人件費等）でないこと。 

（３）ＪＡにおいて出向く担い手リストの中に事業の対象者を位置づけ、年間２回以

上出向いて支援を行っていること。 

 

５．助成内容（金額） 

上記４の要件をすべて満たす取り組みについて、①「農業で稼ぐ取組」に対し年

間 200 万円、②「農業を支える取組」に対し年間 200 万円を上限に、助成対象期

間中の経費（実費）について支援する。（最大８割まで概算払いも可） 

なお、国・県等の補助事業を活用する場合は、補助金を控除した残額に対して助

成する。 

 

６．助成申請の手順 

（１）様式１の「事業実施計画・予算書」を作成し、ＪＡを通じて県域担い手サポー

ト連絡協議会に提出する。提出する際には、出向く担い手リストを添付すること。

なお、提出期限は 2019 年６月末とする（事業申請）。 

（２）当該事業に関し、概算払いを希望する場合は、様式１とあわせ、様式２の「概



算払い申請書」を提出する。なお、実際にかかった費用が概算金を下回った場合、

当該余剰分については返還を求める。 

（３）県域担い手サポート連絡協議会は、提出書類に基づいて審査を行い、結果につ

いてＪＡを通じて通知する。 

（４）事業実施後に、様式３「事業実績報告書」を作成し、ＪＡを通じて県域担い手

サポート連絡協議会に提出する。なお、提出期限は 2019 年９月末（上期）と 2020

年３月末（下期）の２回とする（助成申請）。 

 

７．助成金の交付時期 

助成金は、様式３「事業実績報告書」の提出期限終了後、１ヵ月を目安にＪＡを

通じて交付する。 

 

８．コンプライアンス 

（１）助成金の申請にあたり、詳細な内容を確認するため、別途、協議会から関係書

類の提出を求める場合がある。 

（２）助成金の申請にあたり、不正な内容が含まれていた場合、助成金の返還を求め

る場合がある。 

（３）助成金の申請にあたり、反社会的勢力（暴力団、暴力団関係企業、総会屋若し

くはこれらに準ずる者またはその構成員）からの申請は、一切受け付けない。 

（４）助成金の申請にあたり、申請者から提出された個人情報は、当該事業に関係す

る業務以外には使用しない。 

 

附則 

この要領は、2019 年４月１日から実施する。 

 

 

 



平成  年  月  日 

ＪＡグループ高知 

県域担い手サポート連絡協議会 委員長 殿 

 

      農業協同組合          

代表理事組合長         印 

 

「2019年度 ＪＡ出資法人複合経営支援事業 実施要領」にかかる 

事業実施計画・予算書 

 

見出しの要領に基づき、下記の通り申請いたします 

 

記 

 

１．支援先法人名：               

 

２．法人の取組項目（該当する項目に○を入れて下さい。複数選択可） 

取組項目 該当項目 

①農業で稼ぐ取組  

②農業を支える取組  

①農業で稼ぐ取組･･･中山間地域に適した農産物の生産や施設園芸、農産物加工等 

②農業を支える取組･･新規就農者研修や農作業受託、直売所等へ出荷する農産物の庭先集荷等 

 

３．法人の事業計画（取組内容） 

 

※ 取組項目毎に具体的な内容を記入して下さい。なお、別途、概要が分かる資料を作成している場

合には、当該資料を添付して代用することも可能です。 

 

４．予算（申請時点の見込み金額） 

①の総事業費       ①の国等からの補助金   ①の自己負担額 

         円 －          円 ＝          円 

②の総事業費       ②の国等からの補助金   ②の自己負担額 

         円 －          円 ＝          円 

⇒【申請予定金額】 

         円 
※ 助成金額は自己負担額のうち①②それぞれ 200万円までです（金額は千円未満切り捨てとします）。 

※ 法人の運営に係る単純なランニングコスト（現状の人件費等）は経費に含むことはできません。 

※ 当該事業実施計画・予算書を提出する際は、出向く担い手リストも添付して下さい。 

以 上 

様式１ 



 

平成  年  月  日 

ＪＡグループ高知 

県域担い手サポート連絡協議会 委員長 殿 

 

      農業協同組合          

代表理事組合長         印 

 

「2019年度 ＪＡ出資法人複合経営支援事業 実施要領」にかかる 

概算払い申請書 

 

 

見出しの要領に基づき、下記の通り申請いたします 

 

記 

 

１．支援先法人名：               

 

２．法人の事業計画（取組内容） 

①農業で稼ぐ取組 

※ ＫＰＩ測定のため、把握可能な数値（人数、面積、収量、出荷量など）を盛り込んだ報告をお

願いいたします。 

②農業を支える取組 

※ ＫＰＩ測定のため、把握可能な数値（人数、面積、収量、出荷量など）を盛り込んだ報告をお

願いいたします。 

※ 概算払いを希望する事業について、どのような取り組みにいくら支出する予定か（見積もり書等

を必ず添付）、可能な限り具体的な内容を記入して下さい。 

なお、別紙１「事業実施計画・予算書」に、詳しい内容を記載もしくは資料を添付している場合

には、「事業実施計画・予算書に記載の通り」と記載のうえ、省略することも可能です。 

 

３．支出予定金額（見積金額） 

概算払いを希望する事業に関する支出予定金額を下記に記入して下さい。 

①の総事業費       ①の国等からの補助金   ①の自己負担額 

         円 －          円 ＝          円 

②の総事業費       ②の国等からの補助金   ②の自己負担額 

         円 －          円 ＝          円 

⇒【助成金額（概算払い）】 

         円 

 
※ 助成金額は自己負担額のうち①②それぞれ 200万円までです（金額は千円未満切り捨てとします）。 

※ 法人の運営に係る単純なランニングコスト（現状の人件費等）は経費に含むことはできません。 

 

以 上 

様式２ 



平成  年  月  日 

ＪＡグループ高知 

県域担い手サポート連絡協議会 委員長 殿 

 

      農業協同組合          

代表理事組合長・理事長         印 

 

「2019年度 ＪＡ出資法人複合経営支援事業 実施要領」にかかる 

事業実績報告書 

 

 

見出しの要領に基づき、下記の通り報告いたします 

 

記 

 

１．実績（取組内容） 

①農業で稼ぐ取組 

※ ＫＰＩ測定のため、把握可能な数値（人数、面積、収量、出荷量など）を盛り込んだ報告をお

願いいたします。 

②農業を支える取組 

※ ＫＰＩ測定のため、把握可能な数値（人数、面積、収量、出荷量など）を盛り込んだ報告をお

願いいたします。 

※ 実際に取り組んだ内容を出来るだけ詳細に記入して下さい。 

別途、詳細が分かる資料を作成している場合には、当該資料を添付して代用することも可能です。

なお、別途、支出した経費を証明する書類を添付のこと。 

 

２．支出金額（確定金額） 

①の総事業費   ①の国等からの補助金  ①の概算払い金額  ①の自己負担額 

      円 －       円 －       円 ＝        円 

②の総事業費   ②の国等からの補助金  ②の概算払い金額  ②の自己負担額 

      円 －       円 －       円 ＝        円 

⇒【助成金額】 

         円 
※ 助成金額は自己負担額のうち①②それぞれ 200万円までです（金額は千円未満切り捨てとします）。 

※ 法人の運営に係る単純なランニングコスト（現状の人件費等）は経費に含むことはできません。 

※ 概算払い金額を受け取っている場合、当該金額を差し引いて下さい。 

※ 当該事業実績報告書を提出する際は、対応した際の実績（訪問内容、面談記録等）が分かる資料

を添付して下さい。 

 

以 上 

様式３ 


